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 令和７年度 小・中学校教頭人権教育研修 実施要項  

 

 

１ 目的  教頭として必要な人権教育の重点課題に関して理解するとともに、人権が尊重された学校経

営の在り方や人権教育を柱とした学校づくりについて考える。 

 

２ 対象  小・中学校、義務教育学校の教頭 

 

３ 日時等  

回 日時 主題等 講師等 

１ 

オンデマンド開催 

９月 26日（金） 

～ 

10月 16日（木） 

 

大阪府における子どもたちの現状と人権

教育の方向性 

 

教育相談について 

 

 

子どもの命を守る  

－話せてよかったと言われるために－ 

 

〔講義〕 

 

大阪府教育庁 指導主事等 

 

 

大阪府教育庁 指導主事等 

 

 

ＮＰＯ法人 国際ビフレンダ

ーズ 大阪自殺防止センター 

 理事長 北條 達人 

 

 

４ 会場  所属校等 

 

５ 担当室  人権教育研究室 
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令和７年度 小・中学校教頭人権教育研修 シラバス 

 

 

１ 目的 

教頭として必要な人権教育の重点課題に関して認識を理解するとともに、人権が尊重された学校経営

の在り方や人権教育を柱とした学校づくりについて考える。 

 

２ 大阪府教員等育成指標の対象項目 
スクールリーダースタンダード 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

第４期（校長・准校長）       

第３期（教頭） ○ ○     

第２期（首席・指導教諭）       

第１期（リーダー養成期）       

 

３ 研修の主題とねらい等 

回 主題 ねらい 内容 準備物・事前課題 

１ 

大阪府における

子どもたちの現

状と人権教育の

方向性 

大阪府内の子どもたちの現状

を踏まえ、教頭として必要な

人権教育の重点課題について

理解する。 

子どもたちをとりまく状

況、国の動向を踏まえ、大

阪府がめざす人権教育の方

向性や今日的課題等につい

て講義を行う。 

 

子どもの命を守

る 

子どもが自ら命を失う背景に

ある様々な要因を知り、厳し

い状況におかれている児童生

徒を支えるための外部連携を

含めた校内体制づくり等、学

校に求められる役割について

の認識を深める。 

いじめや人間関係、家庭環

境が及ぼす児童生徒への影

響を知り、その命を守るた

めの取組み等、児童生徒を

支えるための学校の役割に

ついて、講義を行う。 
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